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１． まえがき 

近年,小型デバイスの電源の確保が課題となっている. 無

線電力伝送(Wireless Power Transfer, WPT)システムは，この

ような小型デバイスに給電するための有効な技術として知

られている[1][2]．本報告では,5.7 GHz 帯における WPT シ

ステムに用いられるシングルシャント整流回路を設計し,負

荷抵抗と変換効率の関係を明らかにする. 

2 ．回路の設計 

図 1 にシングルシャント整流回路を示す．シングルシャ

ント整流回路は，オープンスタブを用いた整合回路，直流

電圧をカットするためのコンデンサ，ダイオード，高調波

フィルタとして機能する 1/4 波長線路，F 級負荷，および

負荷抵抗から成る．これらのうち，本報告では，ダイオー

ドにかかる電圧に影響する負荷抵抗の値を変え，その整流

効率への影響を明らかにする．図 1 中のパラメータは W＝

2.8 mm, l3=6.0 mm, l4=1.24 mm, l5=5.53 mm l6=1.9 mm, l7=6.7 

mm となっており,l1 と l2 の値は負荷抵抗を変化させるたび

に回路の整合がとれるように最適化している.なお，整流回

路は，利昌工業株式会社製の誘電体基板 CS-3376C 上に設

計するものとし, ダイオードは MACOM 社製の MA4E1317

を用いた．[データシート[3]を引用] 

3．シミュレーション結果 

設計したシングルシャント整流回路の RF-DC 変換効率 

と終端抵抗との関係を図 2 に示す.図 2 から RF-DC 変換効 

率は負荷抵抗の値に依存し,負荷抵抗を大きくしすぎるとブ 

レークダウン電圧の影響により効率が低下することが分か 

った.もっとも大きな効率が得られたのは,負荷抵抗の値が 

1300 Ωの時であり,RF-DC変換効率は 68.37 %であった.ま 

たこのとき, l1=6.16 mm, l2=1.4 mmとなっている.本研究の 

WPT システムにおいて,整流回路への入射電力は微弱であ 

ると想定されるので,整流効率を向上させるために負荷抵抗 

の値を適切に設定することが重要であると考えられる. 

4．まとめ  

本報告では,5.7 GHz における高効率なレクテナの設計に

向けた基礎研究として,シングルシャント整流回路の設計お

よびシミュレーションを行い,5.7 GHz 帯における高効率な

整流回路の設計のための指針を得た. 
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  図 1 シングルシャント整流回路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図 2 負荷抵抗を変えた時の RF-DC変換効率 
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